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史
料
紹
介
﹀峯
潔
﹃
清
國
上
海
見
聞
録
﹄
田
﨑
哲
郎
筆
者
は
三
河
の
医
者
を
調
べ
て
い
る
中
で
、
吉
田
︵
豊
橋
︶
の
出
身
で
他
地
域
で
活
躍
し
た
人
物
と
し
て
尾
本
涼
海
︵
公
同
︶
に
着
目
し
、﹁
出
世
移
動
型
の
蘭
方
医
︱
吉
田
︵
豊
橋
︶
出
身
尾
本
涼
海
の
場
合
︱
﹂
を
一
九
八
四
年
に
﹃
三
河
地
域
史
研
究
二
﹄︵
同
研
究
会
︶
に
発
表
し
、
の
ち
﹃
在
村
の
蘭
学
﹄︵
名
著
出
版
一
九
八
五
︶
に
収
め
た
。
尾
本
︵
一
八
二
一
︱
一
八
九
七
︶
は
田
原
藩
の
鈴
木
春
山
に
学
び
、
江
戸
で
大
槻
俊
斎
・
坪
井
信
道
に
つ
き
、
長
崎
を
経
て
嘉
永
元
年
︵
一
八
四
八
︶
に
大
村
に
至
り
、
長
与
家
の
古
田
の
種
痘
山
を
手
伝
っ
て
い
た
。
翌
年
長
崎
に
牛
痘
苗
が
来
る
と
、
そ
の
受
取
り
に
長
与
専
斎
の
妹
︵
九
歳
︶
と
男
の
子
を
つ
れ
て
長
崎
に
遣
わ
さ
れ
た
。
嘉
永
五
年
か
ら
大
村
藩
に
仕
え
、
藩
主
︵
大
村
純

︶
の
蘭
学
の
諮
問
に
与
っ
た
。
文
久
二
年
︵
一
八
六
二
︶
四
月
幕
府
が
試
商
船
千
歳
丸
を
仕
立
、
六
十
数
人
を
乗
せ
て
上
海
へ
派
遣
し
た
折
に
は
医
師
と
し
て
同
行
し
た
。
子
孫
宅
に
残
っ
て
い
た
書
留
に
は
、﹁
此
時
ニ
当
而
漢
蘭
治
療
方
并
ニ
外
国
之
事
情
心
得
有
を
以
而
、
時
之
長
崎
奉
行
高
橋
美
作
守
よ
り
御
雇
ニ
相
成
早
速
被
差
遣
旨
御
達
し
有
之
、
下
旬
僕
壱
人
源
助
を
召
連
出
崎
、
廿
八
日
開
帆
、
五
月
六
日
湘
江
着
、
江
蘇
上
海
ニ
滞
留
、
七
月
六
日
上
海
出
船
し
、
同
十
五
日
長
崎
着
公
用
仕
舞
、
同
廿
七
日
帰
国
、
勤
方
是
迄
通
り
﹂︵
拙
著
一
八
三
頁
︶
と
あ
る
が
、
上
海
行
に
つ
い
て
の
特
別
の
記
録
は
残
し
て
い
な
い
。
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一
千
歳
丸
乗
船
者
は
高
杉
晋
作
を
初
め
何
人
も
の
者
が
記
録
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
各
記
録
や
全
体
に
つ
い
て
、
最
も
吟
味
を
加
え
て
い
る
の
は
春
名
徹
氏
で
あ
り
、
そ
の
多
く
は
﹃
調
布
日
本
文
化
﹄
誌
上
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
も
浜
松
藩
の
名
倉
予
何
人
の
記
録
一
点
を
、
本
誌
八
六
号
︵
一
九
八
六
︶
に
﹁
名
倉
予
何
人
﹁
海
外
日
録
﹂﹂
と
し
て
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。
尾
本
が
召
連
れ
た
僕
源
助
は
大
村
藩
士
峯
潔
と
同
一
人
で
、
春
名
氏
は
﹁
峯
潔
の
上
海
経
験
︱
﹁
船
中
日
録
﹂
と
﹁
清
国
上
海
見
聞
録
﹂﹂︵﹃
調
布
日
本
文
化
八
号
﹄
一
九
九
八
︶
で
、
同
人
の
記
録
を
紹
介
し
、
か
な
り
検
討
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
同
氏
に
よ
り
、
小
島
晋
治
編
﹃
幕
末
明
治
中
国
見
聞
録
集
成
第
巻
﹄︵
ゆ
ま
に
書
房
一
九
九
七
︶
に
も
収
め
て
あ
る
。
春
名
氏
が
利
用
し
た
史
料
は
、
11
昭
和
十
七
年
に
峯
の
姻
戚
に
当
る
山
下
篤
氏
か
ら
長
崎
県
立
図
書
館
に
持
込
ま
れ
た
の
を
、
同
館
司
書
田
中
享
一
氏
が
写
し
、
上
海
に
在
住
し
た
沖
田
一
氏
に
提
供
し
た
も
の
を
沖
田
氏
が
再
写
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
春
名
氏
は
沖
田
氏
か
ら
贈
ら
れ
た
由
で
あ
る
。
田
中
氏
か
ら
沖
田
氏
へ
の
私
信
に
よ
る
と
史
料
は
学
術
振
興
会
へ
買
上
げ
る
約
束
に
な
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
春
名
氏
は
同
会
な
ど
で
所
在
調
査
を
し
た
が
不
明
だ
っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
以
前
﹃
長
崎
市
立
博
物
館
資
料
目
録
文
書
資
料
編
﹄︵
長
崎
市
立
博
物
館
平
成
元
年
︶
を
見
て
い
た
ら
、
そ
の
一
六
〇
頁
に
﹁
清
国
上
海
見
聞
録
草
稿
○種
原
○著
峰
潔
○年
︹
文
久
二
年
︺
和
１
冊
丁
・
８
㎝
２
９
０
︱
４
﹂
と
あ
る
の
が
目
に
つ
い
た
。
一
連
の
﹁
峰
文
庫
﹂
本
の
中
に
あ
り
、
峯
の
﹁
清
國
上
海
見
聞
録
﹂
の
21
33
原
文
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
学
術
振
興
会
に
移
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
現
在
は
組
織
変
更
に
よ
り
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、﹁
船
中
目
録
﹂
は
見
当
ら
な
い
よ
う
だ
。
本
稿
は
そ
の
史
料
の
翻
刻
で
あ
る
。
筆
者
の
関
心
は
尾
本
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
峯
に
つ
い
て
は
春
名
氏
に
加
え
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
た
だ
春
名
氏
が
﹁
原
本
を
田
中
が
浄
書
し
た
さ
い
の
文
字
の
誤
読
な
ど
に
よ
る
誤
り
と
沖
田
の
清
書
の
さ
い
の
誤
り
︵
原
稿
用
紙
の
改
頁
の
さ
い
の
文
字
の
重
複
や
脱
落
︶
な
ど
、
二
重
の
誤
り
を
免
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
を
正
す
術
が
な
い
﹂︵
春
名
論
文
三
五
頁
︶
と
述
べ
て
い
る
点
に
加
え
る
と
こ
ろ
が
い
く
ら
か
あ
る
か
と
考
え
活
字
化
を
試
み
た
次
第
で
あ
る
。
な
お
近
年
科
学
史
の
方
か
ら
も
伊
藤
節
子
﹁
科
学
史
入
門
・
大
村
藩
測
量
方
峰
源
助
に
つ
い
て
﹂︵
科
学
史
研
究
四
七
巻
︵
二
四
六
号
二
〇
〇
八
年
夏
︶︶
の
よ
う
な
研
究
が
出
て
い
る
。
諸
記
述
で
は
峯
の
字
は
、
峯
、
峰
の
両
方
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
筆
者
は
原
文
原
稿
の
表
紙
に
あ
る
峯
の
字
を
用
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二
い
る
。
な
お
本
史
料
の
活
字
化
に
つ
い
て
は
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
の
許
可
を
得
て
い
る
。
︵
史
料
紹
介
︶
︵
表
紙
︶
清
國
上
海
見
聞
録
峯
潔
草
稿
︵
本
文
︶
洋
中
紀
事
文
久
二
年
壬
戌
四
月
廿
七
日
晴
今
度
唐
国
渡
海
ノ
諸
役
人
及
ヒ
從
僕
水
主
ノ
者
一
同
乗
船
ニ
テ
明
日
出
ニ
極
ル
峯
潔
﹃
清
國
上
海
見
聞
録
﹄
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三
同
廿
八
日
晴
今
日
出
可
致
︵
朱
︶
ノ
筈
ノ
皇
處
諸
事
未
タ
調
ハ
サ
ル
ヨ
シ
ニ
テ
延
引
ニ
及
フ
︵
朱
︶
ナ
ル
皇
皇
同
廿
九
日
晴
黎
明
纜
ヲ
解
キ
ヲ
揚
ケ
数
艘
ノ
曳
船
ニ
テ
長
﨑
浦
出
高
鉾
沖
ニ
テ
曳
舩
ヲ
外
シ
乾
ニ
向
テ
進
行
伊
王
沖
ニ
テ
廻
轉
未
申
ニ
向
フ
此
日
風
ナ
ク
海
上
穏
ニ
テ
舩
進
マ
ス
野
母
沖
六
七
里
ニ
テ
日
沒
ス
夕
刻
ヨ
リ
雨
少
シ
ク
降
リ
出
ス
同
晦
日
雨
今
朝
未
明
起
テ
舩
上
ニ
出
乾
ノ
方
ヲ
望
ム
ニ
五
里
バ
カ
リ
隔
テ
五
嶋
ノ
女
嶋
ヲ
見
ル
図
ノ
如
シ
四
ツ
時
過
ヨ
リ
雨
頻
リ
ニ
降
リ
出
シ
南
風
動
ク
晩
ニ
至
テ
風
雨
不
止
舩
・
動
揺
夜
ラ
レ
ス
中
︵
朱
・
文
中
の
点
も
朱
、
以
下
同
じ
︶
乗
組
︵
朱
︶
舟
中
皇
皇
ノ
人
・
多
ク
々
︵
朱
︶
浪
ニ
酔
フ
五
月
朔
日
今
朝
雨
猶
不
止
南
風
烈
シ
ク
逆
浪
天
□
︵
ヨ
ゴ
レ
︶
浸
シ
・
綱
ニ
︵
朱
︶
觸
ル
ヽ
ノ
風
声
恰
モ
樹
木
ヲ
吹
ノ
怒
声
ニ
異
ナ
ラ
ス
依
テ
舩
ヲ
進
ル
能
ワ
ス
ヲ
巻
キ
・
洋
中
輯
ヲ
横
ヘ
︵
朱
︶
ニ
漂
・
盪
ス
フ
︵
朱
︶
皇
皇
終
日
終
夜
舩
動
揺
シ
舟
中
ノ
皇
皇
皇
人
荷
物
ト
共
ニ
倒
轉
ス
時
ニ
舟
中
ノ
人
︵
朱
︶
一
人
モ
皇
皇
皇
浪
ニ
酔
ハ
サ
ル
ナ
シ同
二
日
朝
天
晴
東
風
吹
来
リ
順
風
ニ
ヲ
揚
ケ
風
ニ
任
セ
テ
進
行
ス
同
三
日
快
晴
海
上
風
ナ
ク
終
日
洋
中
ニ
漂
盪
ス
夜
六
ツ
時
過
ヨ
リ
東
南
風
吹
キ
リ
ヲ
揚
ケ
申
酉
ニ
向
テ
進
行
終
夜
風
不
止
同
四
日
曇
天
今
朝
風

吹
キ
布
矢
ヲ
射
ル
カ
如
ク
一
時
進
行
五
里
ヲ
渡
ル
ト
云
昼
四
時
過
西
ノ
方
ニ
当
テ
嶋
ヲ
見
ル
ト
云
艫
先
ニ
出
テ
遠
望
ス
ル
ニ
水
天
彷
彿
中
一
小
物
ヲ
見
ル
舟
乎
山
乎
識
別
ス
可
カ
ラ
ス
午
正
後
岩
瀨
弥
四
郎
・
英
蘭
通
詞
︵
朱
︶
人
ノ
地
図
ヲ
携
ヘ
ル
之
ヲ
閲
ス
ル
ニ
﹁
サ
ー
ト
ル
﹂
ト
云
嶋
ニ
テ
上
海
ノ
入
口
ヨ
リ
三
十
里
余
東
南
ノ
方
ニ
ア
ル
処
ノ
嶋
ナ
リ
日
暮
ニ
及
ン
テ
ソ
十
里
許
隔
テ
南
ノ
方
ニ
此
嶋
ヲ
見
ル
図
ノ
如
シ
是
上
海
入
津
見
当
テ
ノ
山
ニ
テ
大
村
城
下
ヨ
リ
西
海
・
岳
村
ノ
︵
朱
︶
ヲ
見
ル
位
ノ
高
サ
ナ
リ
夜
中
風
ニ
任
セ
テ
進
行
ス
同
五
日
今
晩
七
ツ
時
此
上
海
ノ
川
尻
ニ
入
津
ス
昨
夜
遥
ニ
燈
火
ヲ
見
ル
是
川
口
入
津
ノ
見
当
ニ
テ
燈
明
臺
図
ノ
如
シ
今
朝
曇
天
拂
暁
舟
端
ニ
立
テ
遠
望
ス
ル
ニ
南
方
ノ
地
方
ヲ
離
ル
ヽ
ソ
一
里
ヲ
隔
テ
舩
ヲ
進
ム
是
南
方
ハ
深
ク
西
方
ハ
川
口
浅
キ
故
ナ
リ
ト
云
天
涯
山
ナ
ク
々
タ
ル
平
野
ニ
シ
テ
唯
艸
木
ノ
緑
色
ヲ
見
ル
ノ
ミ
西
ノ
方
ハ
・
長
サ
五
町
許
水
天
彷
彿
ト
シ
テ
際
涯
ナ
ク
ノ
洲
ア
リ
此
川
口
横
英
ノ
四
十
里
許
ア
リ
ト
云
是
ヨ
リ
流
ニ
遡
リ
四
鼓
過
﹁
フ
ー
ソ
ン
﹂
(朱
︶
ト
云
処
ニ
至
ル
此
處
川
横
二
十
町
許
南
方
ノ
地
方
ニ
砲
臺
ヲ
築
キ
海
岸
ノ
備
ヲ
設
ク
ル
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四
長
十
町
余
我
長
﨑
海
口
ノ
固
ノ
如
ク
堅
固
ノ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
水
涯
ヨ
リ
高
三
間
斗
ニ
土
手
ヲ
築
キ
間
々
ニ
大
砲
ヲ
備
タ
リ
西
ノ
方
ハ
数
千
軒
ノ
家
ア
リ
万
国
ノ
商
舩
河
岸
ニ
碇
泊
ス
ル
即
図
ノ
如
ク
実
ニ
風
光
ノ
処
ナ
リ
是
ヨ
リ
上
海
ニ
到
ル
水
底
浅
ク
川
筋
ア
リ
テ
氣
ノ
曳
舩
ヲ
借
ラ
サ
レ
ハ
遡
リ
難
シ
ト
云
依
テ
爰
ニ
碇
泊
ス
同
六
日
晴
朝
六
ツ
半
時
火
輪
舩
ニ
曳
レ
テ
﹁
フ
ー
ソ
ン
﹂
ヲ
発
シ
上
海
ニ
到
ル
日
本
里
程
八
里
許
其
間
川
横
十
町
余
狹
キ
處
四
町
許
ノ
處
モ
ア
リ
西
ノ
方
ハ
人
家
多
ク
川
端
ニ
往
ア
リ
テ
直
ニ
上
海
ニ
達
ス
南
ノ
方
ハ
人
家
間
原
ニ
ア
リ
西
南
ハ
︵
朱
︶
共
ニ
皇
皇
平
地
ニ
シ
テ
田
畠
ナ
リ
昼
四
時
過
上
海
ノ
港
ニ
着
舩
ス
此
処
川
横
十
町
長
四
十
町
許
ノ
処
各
国
ノ
夷
舩
輻
輳
シ
清
国
ノ
艇
舶
数
知
レ
ス
檣
ノ
連
立
ス
ル
恰
モ
林
ノ
如
ク
實
ニ
繁
花
ノ
地
ナ
リ
上
海
見
聞
地
形
風
土
夫
上
海
ハ
古
エ
禹
貢
楊
州
ノ
地
ニ
シ
テ
周
ノ
時
ハ
ノ
地
タ
リ
滅
ヒ
テ
越
ニ
入
リ
越
亡
テ
楚
ニ
入
ル
秦
ノ
世
ニ
ハ
婁
縣
ノ
地
ニ
シ
テ
曾
稽
郡
ニ
属
ス
唐
ノ
世
ニ
華
縣
ヲ
置
キ
元
ニ
至
テ
之
ヲ
改
メ
松
江
府
ト
ス
又
華
ノ
地
ヲ
割
テ
上
海
縣
ヲ
置
キ
都
テ
七
縣
ト
ス
上
海
ハ
其
一
ナ
リ
当
代
清
朝
ニ
至
テ
モ
是
ヲ
改
メ
ス
其
地
東
北
ハ
海
ニ
沿
ヒ
西
南
ハ
々
タ
ル
平
地
ニ
シ
テ
一
ノ
山
岳
ナ
ク
極
出
地
三
十
一
度
三
十
二
分
我
長
﨑
ヨ
リ
海
上
日
本
里
程
二
百
五
六
十
里
方
位
申
酉
ノ
方
ニ
当
ル
上
海
ノ
縣
城
大
江
ニ
臨
ミ
南
ノ
方
華
縣
ヨ
リ
流
ル
ヽ
ヲ
黄
浦
ト
云
ヒ
此
ヲ
上
海
港
ノ
本
流
ト
ス
西
北
ノ
方
嘉
定
縣
ヨ
リ
流
ル
ヽ
ヲ
松
江
ト
云
此
両
川
縣
城
老
北
門
ヨ
リ
北
ノ
方
十
四
五
町
ノ
処
ニ
テ
落
合
ナ
リ
此
處
松
江
ノ
流
ニ
橋
ア
リ
大
橋
ト
云
長
六
十
間
近
年
英
国
ヨ
リ
懸
ケ
シ
橋
ニ
テ
大
舩
ノ
通
行
ス
ル
寸
ハ
中
間
披
ク
ヨ
ウ
ニ
仕
組
タ
リ
橋
ヨ
リ
向
フ
ハ
亜
墨
利
加
ノ
居
留
所
当
時
普
請
ノ
央
ニ
テ
横
二
丁
余
長
サ
江
ニ
沿
ヒ
三
四
町
モ
ア
ラ
ン
カ
其
先
ハ
田
畠
ニ
テ
田
舎
ナ
リ
合
流
ヨ
リ
南
ノ
方
黄
浦
ノ
水
上
四
十
町
許
此
間
川
幅
六
七
丁
或
ハ
八
九
丁
ノ
間
ヲ
上
海
ノ
港
ト
ス
即
萬
国
ノ
商
舩
峯
潔
﹃
清
國
上
海
見
聞
録
﹄
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五
専
ラ
碇
泊
ノ
處
ニ
テ
此
邉
ヲ
申
江
ト
唱
フ
依
テ
其
故
ヲ

人
ニ
問
フ
ニ
楚
ノ
威
王
越
ヲ
滅
シ
春
申
君
ヲ
此
地
ニ
封
セ
シ
ニ
申
君
此
處
ヲ
堀
リ
通
シ
水
利
ヲ
理
メ
シ
故
斯
名
ケ
シ
ト
云
水
源
ハ
洞
庭
湖
ヨ
リ
発
シ
揚
子
江
ノ
分
流
ニ
シ
テ
楓
橋
赤
壁
等
モ
此
水
上
ニ
テ
寒
山
寺
モ
其
跡
今
ニ
存
セ
リ
ト
云
大
橋
ヨ
リ
川
下
ハ
松
黄
浦
分
流
海
ニ
入
ル
其
間
我
三
十
里
余
所
謂
松
江
ノ
鱸
ト
云
ハ
此
川
ニ
テ
漁
ス
ル
処
ナ
リ
松
江
志
府
︵
マ
マ
︶
曰
東
西
距
八
十
六
里
南
北
距
八
十
四
里
東
ハ
川
沙
撫
民
界
ニ
至
テ
三
十
里
東
北
ハ
大
倉
州
宝
山
縣
界
ニ
至
テ
三
十
六
里
東
南
ハ
南
縣
界
ニ
至
テ
十
一
里
南
ハ
同
縣
界
ニ
至
テ
七
十
二
里
西
南
ハ
華
縣
界
ニ
至
テ
八
十
里
西
ハ
青
浦
縣
界
ニ
至
テ
三
十
六
里
西
北
ハ
大
倉
嘉
定
縣
界
ニ
至
テ
三
十
里
北
ハ
同
州
宝
山
縣
界
ニ
至
テ
十
二
里
ト
云
皇
即
此
間
ヲ
以
テ
上
海
縣
ト
ス
元
ノ
至
元
二
十
九
年
始
テ
縣
城
ヲ
置
ク
ト
云
当
時
其
城
ト
唱
フ
ル
処
ヲ
見
ル
ニ
唯
周
圍
ニ
堀
ヲ
廻
シ
横
六
七
間
或
ハ
三
四
間
ノ
處
モ
ア
リ
テ
城
壁
ハ
瓦
ヲ
以
テ
築
キ
高
三
間
許
廓
門
七
□
︵
ヨ
ゴ
レ
︶
所
大
東
門
南
門
小
南
門
西
門
北
門
老
北
門
ノ
名
ア
リ
小
東
門
英
佛
ノ
夷
人
昼
夜
警
衛
出
入
ヲ
糺
ス
周
圍
日
本
里
程
一
里
二
十
三
四
町
是
ヲ
城
内
ト
唱
エ
實
ニ
浅
間
ノ
子
ニ
テ
我
城
ノ
如
キ
堅
固
ノ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
城
内
官
府
廟
堂
ノ
外
ハ
大
概
店
坊
ナ
リ
街
路
至
テ
狹
ク
幅
一
間
位
ニ
シ
テ
往
甚
ク
混
雜
ナ
リ
又
其
間
ニ
一
二
町
ツ
ヽ
店
肆
ノ
無
キ
小
街
ア
リ
因
テ
問
曰
此
近
巷
市
井
乎
抑
官
人
所
居
乎
答
曰
此
処
市
井
多
而
官
居
少
現
因
避
難
者
多
雜
處
不
分
又
問
曰
巷
中
無
店
肆
者
以
何
事
産
乎
曰
店
肆
皆
在
大
街
之
上
小
巷
中
無
店
肆
者
其
所
居
之
人
大
半
是
店
肆
中
眷
口
︵
カ
︶
也
﹂
家
屋
ハ
都
テ
二
階
造
リ
ニ
テ
屋
上
ハ
瓦
ヲ
以
テ
葺
キ
二
階
下
ハ

間
ニ
テ
板
︵
マ
マ
︶
ハ
瓦
ヲ
敷
キ
我
長
﨑
唐
館
ノ
家
造
ニ
異
ナ
ラ
ス
表
口
大
略
三
間
或
ハ
四
五
間
ノ
家
モ
ア
レ
斯
ノ
如
キ
ハ
稀
ナ
リ
問
曰
城
中
縱
横
街
路
幾
條
答
曰
縱
街
四
條
横
街
三
條
而
小
街
不
在
内
又
問
曰
城
中
戸
数
若
干
答
曰
大
約
以
萬
計
ト
云
後
又
委
シ
ク
聞
シ
ニ
戸
数
一
萬
二
千
余
軒
人
口
三
萬
六
千
余
人
ト
云
然
ル
ニ
近
世
賊
乱
ニ
依
テ
難
ヲ
避
ケ
往
ノ
者
多
ク
其
数
分
明
ナ
ラ
サ
ル
ヨ
シ
奉
行
所
ハ
道
ト
申
テ
大
東
門
ノ
内
ニ
ア
リ
外
ヨ
リ
觀
望
ス
ル
ニ
閣
門
ノ
子
寺
院
ノ
如
ク
内
ニ
入
ル
甲
乙
丙
ノ
三
門
ア
リ
甲
門
ヨ
リ
乙
門
ニ
到
ル
其
間
十
五
間
左
ノ
方
ニ
大
砲
七
八
挺
備
エ
タ
リ
乙
門
ト
丙
門
ノ
間
ハ
僅
ニ
テ
向
フ
ニ
閣
樓
ア
リ
其
下
ニ
二
百
目
位
ヨ
リ
三
貫
目
位
マ
テ
ノ
銕
ノ
銃
丸
ヲ
山
ノ
如
ク
積
ミ
重
子
タ
リ
是
ヨ
リ
左
ニ
曲
折
シ
少
シ
ノ
処
ヲ
過
レ
ハ
即
道
ノ
居
所
ニ
テ
廊
下
ノ
如
キ
処
ヲ
行
キ
應
接
ノ
間
ナ
リ
向
フ
ニ
別
斎
ア
リ
左
右
ニ
官
人
ノ
部
屋
ア
リ
此
間
六
間
許
ノ
壷
ノ
内
ニ
テ
中
央
ニ
閣
道
ヲ
設
ケ
別
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六
斎
ニ
到
ル
左
右
空
隙
ノ
地
ニ
名
石
ヲ
建
テ
假
山
ト
ス
実
ニ
奇
石
ナ
リ
樹
木
ハ
栴
檀
ノ
如
キ
ノ
一
株
ア
ル
ノ
ミ
ニ
テ
其
外
草
木
ナ
シ
上
海
ノ
奉
行
所
ナ
レ
ハ
屋
敷
ノ
構
ヱ
モ
今
少
シ
ハ
廣
大
美
麗
ナ
ラ
ン
ト
思
ノ
外
手
狹
間
ニ
テ
麁
抹
ナ
リ
廓
内
ヨ
リ
西
北
ノ
方
大
橋
マ
テ
十
四
五
町
ノ
間
英
佛
ニ
ケ
国
ノ
居
留
所
ト
ス
即
此
境
内
ニ
萬
国
ノ
商
館
髙
閣
ヲ
建
連
子
阿
蘭
陀
ノ
商
館
モ
此
佛
蘭
西
居
留
所
ノ
内
ニ
テ
老
北
門
ヨ
リ
東
ノ
方
三
町
許
水
安
街
ト
云
処
ニ
ア
リ
我
旅
ハ
即
此
蘭
館
ノ
隣
宅
ニ
テ
宏
記
ト
云
夷
国
造
リ
ノ
家
ヲ
借
リ
覊
旅
ト
ス
此
處
ハ
川
端
ニ
テ
前
面
ノ
道
幅
八
九
間
或
ハ
十
間
江
ニ
沿
テ
往
ア
リ
此
邉
ハ
夷
人
居
住
以
新
ニ
町
家
ナ
ト
モ
建
シ
処
ニ
テ
縱
横
ニ
街
路
ヲ
割
リ
道
幅
廣
ク
随
テ
街
中
モ
稍
清
潔
ナ
リ
廣
狹
大
略
廓
内
ト
等
シ
年
中
在
留
ノ
夷
人
一
万
五
千
余
人
ア
リ
ト
云
市
中
井
戸
ヲ
穿
タ
ス
只
城
中
三
四
ケ
所
ア
リ
ト
云
依
テ
皆
江
水
ヲ
汲
テ
日
用
ト
ス
然
ル
ニ
江
水
重
濁
ニ
シ
テ
直
ニ
呑
ム
宮
能
フ
ス
明
礬
︵
マ
マ
、
以
下
同
じ
︶
ヲ
以
テ
濁
泥
ノ
汚
物
ヲ
沈
メ
而
後
漸
ク
呑
ム
可
シ
是
我
国
ノ
人
居
留
難
渋
ノ
第
一
ナ
リ

地
ハ
泥

ニ
シ
テ
砂
石
ナ
ク
疲
ノ
地
ト
見
ユ
畠
物
綿
作
ヲ
専
ト
シ
豆
茄
子
木
瓜
西
瓜
甜
瓜
類
其
外
野
菜
等
何
モ
變
リ
シ
宮
ナ
シ
然
レ
田
畠
ノ
子
ヲ
見
ル
ニ
作
リ
方
疎
漏
ニ
シ
テ
草
ヲ
除
ケ
ス
荒
所
多
シ
上
海
中
糞
芥
路
ニ
満
チ
泥

足
ヲ
埋
メ
臭
氣
鼻
ヲ
穿
チ
其
汚
穢
言
フ
可
カ
ラ
ス
依
テ

人
ニ
此
事
ヲ
誥
問
セ
シ
ニ
以
前
ハ
斯
マ
テ
ハ
ナ
カ
リ
シ
ニ
夷
人
往
以
上
海
ノ
繁
昌
ニ
從
テ
斯
ク
通
路
ノ
不
潔
ニ
ナ
リ
シ
ト
云
是

人
目
前
ノ
利
ニ
走
リ
日
傭
挊
ヲ
専
ト
シ
農
業
ヲ
切
ニ
セ
ス
不
浄
ヲ
棄
テ
田
畠
ノ
肥
シ
ニ
用
ヒ
サ
ル
ヨ
リ
自
然
路
傍
ノ
尾
籠
ニ
ナ
リ
シ
モ
ノ
ナ
リ
按
ス
ル
ニ
ソ
悪
病
ノ
流
行
ス
ル
腐
敗
ノ
氣
是
カ
害
ヲ
ス
宮
最
モ
多
シ
故
ニ
上
海
中
毎
年
炎
暑
ノ
時
節
ニ
至
レ
ハ
必
ス
悪
病
大
ニ
行
レ
人
民
ノ
死
ス
ル
甚
多
シ
ト
云
是
等
ノ
事
路
上
ノ
末
事
ナ
レ
人
命
ニ
拘
ル
宮
ナ
レ
ハ
国
家
ヲ
治
ル
者
心
ヲ
留
メ
ス
ン
バ
ア
ル
可
カ
ラ
ス
制
度

人
平
生
ノ
便
服
ハ
皆
一
様
ニ
テ
異
ナ
ラ
ス
故
ニ
途
中
ニ
在
テ
ハ
上
下
ノ
分
別
ナ
シ
問
曰
衣
服
色
様
随
所
好
而
無
妨
乎
顧
曰
常
服
無
妨
至
于
功
名
之
衣
服
等
級
各
有
不
同
峯
潔
﹃
清
國
上
海
見
聞
録
﹄
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七
顧問
曰
貴
邦
有
科
考
試
乎
曰
有
之
然
不
持
文
試
又
有
武
技
之
考
矣
又
問
曰
重
文
試
乎
抑
重
武
技
乎
曰
最
重
武
技
矣
曰
敝
處
重
文
試
不
重
武
技
矣
中
国
以
文
出
身
不
比
貴
邦
有
世
祿
故
不
重
武
技
而
重
文
試
今
逆
匪
擾
乱
亦
稍
重
武
技
矣
﹂
按
ス
ル
ニ
当
今
清
国
ノ
風
文
弱
ニ
流
レ
遂
ニ
夷
蠻
ノ
力
ヲ
ム
ニ
至
ル
是
萬
邦
ノ
殷
鑑
ナ
リ
問
曰
古
昔
八
歳
入
小
学
當
今
如
何
曰
當
今
六
七
歳
乃
入
学
曰
商
家
子
弟
亦
入
学
乎
曰
但
不
講
究
耳
又
問
曰
古
郷
挙
之
法
今
尚
在
乎
曰
各
省
皆
行
江
南
以
寇
乱
已
両
三
科
曰
郷
挙
之
法
如
何
曰
初
学
童
子
試
取
中
曰
秀
應
省
挙
中
選
曰
孝
廉
然
後
進
京
試
禮
部
曰
進
士
然
後
殿
試
曰
刻
今
栽
培
子
弟
自
六
七
歳
必
延
明
師
教
讀
無
力
者
以
次
而
降
大
書
家
無
論
延
師
自
訓
必
加
考
究
至
商
農
等
多
艸
率
故
所
学
多
不
成
潔
曰
延
師
一
月
所
費
幾
何
曰
價
無
定
有
学
者
一
月
約
銀
廿
両
曰
士
人
科
第
中
不
下
幾
百
至
於
能
作
真
文
章
不
多
﹂
按
ス
ル
ニ
唐

文
学
ノ
盛
ナ
ル
宮
四
方
是
ニ
及
フ
者
ナ
シ
然
ル
ニ
近
世
ノ
弊
只
文
具
ノ
ミ
ニ
テ
実
用
甚
タ
稀
ナ
リ
且
其
学
フ
所
以
ノ
者
專
ラ
科
級
ヲ
取
ル
ニ
志
シ
己
カ
ニ
ス
ル
モ
ノ
ナ
シ
是
学
フ
者
ノ
罪
ト
官
制
出
身
ヲ
此
ノ
一
路
ニ
限
ル
ノ
弊
ナ
リ
然
ラ
サ
レ
ハ
何
ソ
幼
ヨ
リ
大
金
ヲ
費
シ
文
藝
ニ
ノ
ミ
吸
︵
マ
マ
︶
々
タ
ラ
ン
ヤ
一
日
馬
ノ
寓
居
ニ
至
ル
時
ニ
偶
祭
リ
ヲ
ス
其
式
門
ノ
内
外
エ
紅
白
黄
等
ノ
紙
旗
ヲ
建
ツ
其
旗
ノ
文
字
ハ
皆
冥
福
ヲ
祈
ル
等
ノ
語
ヲ
書
シ
門
内
正
面
ノ
堂
ニ
位
牌
ヲ
設
ケ
左
右
ト
前
列
ニ
数
種
ノ
画
幅
或
ハ
燭
燈
籠
ヲ
陣
子
笙
ヲ
吹
キ
鉦
或
ハ
木
魚
ヲ
打
チ
其
祭
法
儒
カ
僧
カ
分
明
ナ
ラ
ス
依
テ
之
ヲ
馬
ニ
問
テ
曰
今
日


堂
祭
乎
答
曰
是
二
周
年
忌
曰
今
日
即
所
謂
大
祥
乎
曰
今
日
即
是
又
問
曰
今
此
式
礼
儒
乎
僧
乎
曰
此
家
祭
不
用
僧
道
此
説
可
疑
又
問
曰
大
祥
後
幾
日
免
喪
乎
曰
︵
イ
ワ
ク
︶
大
祥
後
三
個
月
曰
貴
邦
人
皆
行
三
年
喪
乎
曰
国
家
定
制
二
十
七
個
月
曰
︵
い
わ
く
︶
喪
服
與
古
異
乎
曰
服
式


本
朝
又
曰
喪
礼
死
父
子
即
枕
苦
居
棺
柩
旁
既
葬
而
反
亦
有
廬
墓
三
年
者
近
日
礼
衰
不
講
者
多
矣
﹂
按
ス
ル
ニ
世
ノ
衰
ル
ハ
人
情
ノ
漓
ヨ
リ
生
ス
漓
ノ
至
リ
ハ
喪
ニ
ン
テ
哀
マ
サ
ル
ヨ
リ
大
ナ
ル
ハ
ナ
シ
冝
ナ
ル
哉
清
国
衰
乱
ノ
極
ル
宮
問
曰
官
人
死
後
幾
日
而
収
其
禄
乎
管
慶
楳
曰
王
家
俸
禄
計
日
而
算
死
之
日
即
又
曰
大
貴
者
另
有
恩
給
祭
葬
銀
両
平
常
者
則
自
食
其
力
矣問
曰
上
海
現
兵
幾
人
慶
楳
曰
松
江
提
督
標
下
所
管
三
十
七
営
毎
営
千
余
或
七
八
百
不
等
而
上
海
額
設
両
営
其
餘
撫
所
統
勇
士
□
︵
ヨ
ゴ
レ
︶
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八
萬
余
人
潔
曰
吾
前
問
之
道
從
者
則
不
如
此
多
而
其
説
不
詳
故
復
問
之
今
聞
一
萬
二
千
余
兵
然
則
何
借
英
佛
之
兵
哉
曰
上
年
十
二
月
時
新
撫
尚
末
到
上
海
所
存
兵
勇
均
存
安
慶
地
方
離
此
有
七
百
里
是
以
請
借
英
佛
二
国
助
守
城
地
潔
曰
今
借
英
佛
兵
他
日
貼
石
晋
之
患
其
如
之
何
抑
以
英
佛
心
情
可
信
乎
曰
此
乃
上
年
危
急
之
秋
不
慮
及
且
顧
目
前
之
計
﹂
按
ス
ル
ニ
兵
ノ
要
ハ
精
ニ
存
テ
衆
ニ
ア
ラ
ス
然
ル
ヲ
今
清
人
徒
ラ
ニ
其
多
ナ
ル
ヲ
夸
張
シ
テ
却
テ
其
微
弱
ノ
恥
ヲ
顕
ス
ヲ
知
ラ
ス
潔
現
ニ
上
海
ノ
陣
屋
ニ
到
テ
其
兵
卒
ヲ
見
ル
ニ

兵
ニ
テ
敝
衣
垢
面
徒
跣
露
頭
無
刀
皆
乞
食
ノ
如
ク
一
人
ノ
勇
ア
ル
ヲ
見
ス
斯
ノ
如
キ
ハ
我
カ
一
人
彼
ノ
五
人
ニ
敵
セ
ン
若
シ
一
万
騎
ノ
兵
ヲ
卒
テ
彼
ヲ
征
セ
ハ
清
国
ニ
縱
横
セ
ン
事
情
豹
ノ
一
班
ヲ
見
テ
其
全
体
ヲ
見
サ
レ
ハ
固
ヨ
リ
其
美
ヲ
知
ル
宮
能
フ
ス
然
レ
名
医
ハ
一
手
ノ
脉
ヲ
察
シ
テ
心
腹
ノ
病
ヲ
知
ル
抑
清
国
ノ
病
ハ
特
ニ
腹
心
ニ
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
面
目
ニ
ア
ラ
ワ
レ
四
軆
ニ
ア
フ
レ
一
指
一
膚
モ
痛
マ
寸
ル
所
ナ
キ
ナ
リ
去
レ
ハ
上
海
ノ
一
所
□
︵
ヨ
ゴ
レ
︶
以
テ
十
八
省
ニ
推
セ
ハ
其
大
概
ヲ
知
ル
ヘ
シ
當
今
上
海
ノ
勢
ヲ
見
ル
ニ
内
ハ
長
毛
賊
ニ
迫
マ
ラ
レ
外
ハ
洋
人
ニ
制
セ
ラ
レ
只
城
内
ニ
ス
ル
ノ
ミ
ニ
テ
手
足
ヲ
動
カ
ス
宮
能
ワ
ス
縣
城
ノ
前
ニ
ハ
数
千
ノ
商
船
集
リ
ア
レ
ハ
至
テ
盛
ナ
ル
ニ
見
ユ
レ
其
運
上
税
銀
ス
ラ
自
ラ
取
ル
宮
能
ワ
ス
尽
ク
佛
郎
西
ト
英
吉
利
須
ト
ノ
両
国
ニ
テ
收
入
ス
ル
宮
ナ
リ
且
又
城
門
ヲ
守
ル
ニ
官
兵
足
ラ
ス
シ
テ
英
佛
ノ
両
国
ヱ
城
門
ヲ
預
ケ
守
ラ
シ
ム
夕
陽
ニ
到
レ
ハ
城
門
公
ノ
外
出
入
ヲ
許
サ
ス
夜
五
皷
ヲ
過
テ
通
ル
者
ハ
是
非
ヲ
問
ス
〆
役
所
ニ
送
リ
明
朝
糺
明
ノ
上
子
細
ナ
ケ
レ
ハ
科
銀
三
枚
ヲ
出
シ
テ
之
ヲ
許
ス
故
ニ
夜
中
ハ
寂
ト
シ
テ
人
ノ
往
ナ
シ
又
学
校
ハ
英
人
ノ
陣
屋
ト
ナ
リ
一
人
ノ
︵
マ
マ
︶
生
モ
ナ
ク
堂
々
タ
ル

廟
モ
彼
等
カ
巢
窟
ト
ナ
リ
テ

像
モ
何
処
ヱ
散
乱
セ
シ
ヤ
影
モ
ナ
ク
實
ニ
哀
ナ
ル
勢
ニ
テ
豈
ニ
大
息
ニ
堪
サ
ラ
ン
ヤ
今
度
日
本
ヨ
リ
始
テ
唐
国
ニ
渡
海
セ
シ
ニ
依
テ
先
ツ
道
ニ
往
テ
對
面
ス
阿
蘭
陀
コ
ン
シ
ュ
ル
案
内
ニ
テ
日
本
官
人
駕
ニ
乗
リ
旅
ヲ
出
テ
往
ク
宮
十
町
余
道
ノ
門
外
ニ
赴
リ
時
ニ
小
砲
三
発
ヲ
放
チ
次
ニ
笛
ダ、
ツ、
ハ、
ヲ
吹
キ
我
ヲ
祝
ス
時
ニ
甲
門
ヲ
開
キ
爰
ヲ
過
キ
駕
ヨ
リ
下
レ
ハ
門
忽
チ
閉
ツ
道
乙
門
ニ
出
迎
ヒ
式
礼
ヲ
ナ
シ
テ
先
ニ
立
丙
門
ヲ
過
キ
殿
中
ニ
キ
應
接
ノ
間
ニ
案
内
シ
席
ヲ
設
ケ
對
話
ス
ル
宮
数
刻
後
席
ヲ
遷
シ
テ
酒
肴
ヲ
出
シ
饗
應
良
久
シ
後
帰
ル
時
道
又
丙
門
ノ
外
ニ
送
ル
送
迎
共
ニ
甚
タ
礼
有
ル
カ
如
シ
然
峯
潔
﹃
清
國
上
海
見
聞
録
﹄
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九
レ其
属
官
有
司
等
瑣
細
野
鄙
ナ
ル
宮
見
ル
ニ
忍
ヒ
ス
其
所
如
何
ト
ナ
レ
ハ
我
衣
服
草
履
等
ニ
目
ヲ
属
シ
或
ハ
手
ニ
取
テ
其
價
ヲ
問
ヒ
或
ハ
有
司
等
互
ニ
耳
語
シ
テ
其
品
ヲ
評
シ
其
識
見
賎
ム
可
シ
又
市
井
ノ
人
我
等
ヲ
見
ン
カ
メ
ニ
数
百
ノ
人
門
ノ
潜
リ
ヨ
リ
竊
ニ
群
リ
テ
我
前
後
ヲ
取
圍
ミ
官
人
制
ス
レ
恐
ル
ヽ
色
ナ
ク
帰
ル
時
道
送
リ
ル
ニ
道
ヲ
避
ケ
ス
其
勢
実
ニ
法
ナ
キ
カ
如
シ
道
ハ
煦
ト
申
テ
浙
江
銭
塘
縣
ノ
人
官
ハ
布
政
使
司
上
海
ニ
テ
之
ヲ
藩
憲
ト
称
シ
道
ハ
兼
役
ナ
リ
日
本
人
エ
應
對
ノ
阿
蘭
陀
舘
エ
ル
途
中
ノ
行
列
真
先
ニ
旗
一
本
其
跡
騎
馬
一
人
凉
傘
一
本
左
右
ニ
鎗
六
本
赤
旗
四
本
大
旗
二
本
駕
先
釼
持
三
人
其
跡
道
駕
ニ
テ
左
右
ニ
従
者
四
人
駕
夫
六
人
跡
ニ
騎
馬
二
人
ナ
リ
此
者
ハ
両
人
共
ニ
近
習
ノ
者
ニ
テ
應
接
中
烟
艸
等
ヲ
付
ケ
道
エ
進
メ
其
外
手
側
ノ
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ナ
リ
道
蘭
舘
ニ
入
ル
門
外
ニ
テ
刀
ヲ
脱
シ
無
刀
ニ
テ
内
ニ
入
ル
其
刀
ヲ
持
テ
門
外
ニ
待
居
ル
者
我
等
ニ
向
テ
其
刀
ヲ

キ
示
シ
自
ラ
其
鈍
刀
ナ
ル
ヲ
笑
ス
道
ノ
権
威
ナ
キ
宮
此
一
事
ヲ
以
テ
察
知
ス
ヘ
シ
清
国
十
八
省
ノ
内
稍
靜
ナ
ル
モ
ノ
ハ
僅
ニ
五
省
ニ
テ
十
三
省
ハ
殆
ン
ト
清
国
ノ
□
︵
ム
シ
︶
領
ニ
ア
ラ
ス
ト
云
上
海
中
四
方
ノ
難
民
群
集
ス
ル
故
米
價
日
々
沸
騰
シ
米
百
斤
ニ
テ
銭
九
貫
文
日
本
ノ
相
場
ニ
ス
レ
ハ
二
十
七
貫
文
ニ
当
ル
其
外
諸
品
何
レ
モ
高
料
ニ
テ
下
賎
ノ
者
ハ
米
或
ハ
牛
豕
等
ノ
肉
ヲ
食
ス
ル
能
ハ
ス
今
日
我
船
ニ
ル
日
傭
ノ
者
ヲ
見
ル
ニ
恰
モ
餓
鬼
ノ
如
ク
骨
ト
皮
斗
リ
ニ
テ
一
人
モ
支
躰
ノ
肥
タ
ル
ヲ
見
ス
此
勢
ニ
テ
ハ
近
日
餓
死
ノ
モ
ノ
多
カ
ラ
ン
申
江
ノ
内
日
ニ
難
民
逃
レ
リ
今
ハ
江
面
隙
キ
間
モ
ナ
ク
小
舟
ヲ
浮
ヘ
テ
住
居
ヲ
搆
ヘ
ヌ
間
曰
今
此
江
中
之
人
皆
何
處
人
乎
曰
此
係
蘇
州
難
民
矣
潔
曰
大
概
有
幾
人
曰
難
細
言
約
十
萬
人
潔
曰
此
十
萬
人
所
食
米
皆
買
之
於
上
海
市
上
乎
曰
然
矣
曰
費
價
日
當
騰
湧
矣
曰
一
石
米
價
常
日
三
四
千
銭
今
則
九
千
銭
矣
潔
曰
銭
尽
将
如
何
曰
無
可
如
何
潔
曰
官
府
亦
無
可
如
何
乎
曰
官
府
難
辨
﹂
按
ス
ル
ニ
仁
者
有
勇
矣
若
シ
仁
者
此
十
萬
人
ノ
命
旦
夕
ニ
ア
ル
ヲ
見
バ
必
ス
憤
発
シ
テ
是
ヲ
救
ン
今
一
人
ノ
是
ヲ
哀
レ
ム
ナ
ク
英
佛
等
清
国
ヲ
助
ク
ト
亦
利
ヲ
是
計
較
ス
ル
ノ
ミ
ニ
テ
真
ノ
仁
心
ニ
ア
ラ
ス
故
ニ
此
難
民
ヲ
見
テ
モ
啻
タ
救
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
時
ニ
或
ハ
此
ヲ
凌
辱
シ
少
シ
モ
哀
ノ
情
ナ
シ
嘆
息
ニ
堪
ヘ
サ
ラ
ン
ヤ
問
曰
所
見
満
江
難
民
約
不
下
十
萬
不
出
数
十
日
而
食
将
尽
矣
将
如
之
何
答
曰
此
間
海
口
甚
便
有
牛
庄
西
洋
商
載
又
有
江
北
仙
女
廟
産
米
甚
多
商
人
陸
續
辨
缺
米
之
患
可
以
無
慮
潔
曰
幸
有
此
一
事
稍
放
心
矣
曰
聞
貴
国
米
頗
佳
何
不
販
至
此
乎
曰
此
大
禁
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一
〇
也
若
一
開
之
猾
商
相
争
販
出
矣
則
国
中
米
價
騰
湧
小
戸
貧
民
将
餓
死
矣
﹂
按
ス
ル
ニ
米
穀
ハ
人
命
ノ
關
ス
ル
處
ニ
シ
テ
国
家
ノ
急
務
此
ヨ
リ
先
キ
ナ
ル
ハ
ナ
シ
今
夫
ノ
上
海
ハ
海
口
ノ
便
ニ
ヨ
リ
人
命
尚
暫
ク
保
ツ
ヘ
シ
若
シ
我
日
本
山
間
ノ
国
ノ
如
キ
海
路
通
セ
ス
陸
運
モ
亦
便
ナ
ラ
サ
ル
処
ハ
必
然
非
常
ノ
儲
ヘ
無
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
假
令
其
国
中
乱
無
ク
四
境
或
ハ
不
慮
ノ
禍
ア
ラ
ハ
必
流
民
リ
集
リ
一
二
年
ノ
貯
ハ
不
日
ニ
シ
テ
尽
ン
即
四
方
禍
ヒ
ノ
メ
ニ
其
国
力
ヲ
耗
シ
相
隨
テ
斃
ル
ヽ
ニ
至
ル
モ
知
ル
ヘ
カ
ラ
ス
是
国
家
ヲ
治
ル
者
其
自
国
ノ
治
乱
ニ
由
ラ
ス
米
穀
ヲ
貯
ヘ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
問
曰
申
江
中
多
少
難
民
今
此
梅
雨
中
蓬
漏
舟
濕
實
千
苦
萬
艱
若
留
于
此
而
経
三
月
之
久
則
人
皆
将
病
且
上
海
市
上
米
騰
湧
将
以
何
生
活
且
官
府
有
意
於
救
之
而
不
能
乎
抑
實
無
救
之
意
乎
慶
楳
曰
難
民
到
此
官
府
設
有
難
民
厰
酌
給
米
石
其
有
不
慮
進
厰
者
聽
其
自
謀
生
計
今
江
中
所
泊
之
船
皆
是
別
處
逃
自
謀
生
計
不
願
入
厰
者
也
此
説
可
疑
問
曰
十
八
省
中
賊
匪
何
處
最
酸
烈
曰
南
京
又
問
曰
逆
匪
有
可
滅
之
期
乎
答
曰
此
天
数
也
潔
曰
由
天
數
能
治
人
事
則
有
挽
回
天
運
之
理
矣
且
天
之
所
佑
在
順
而
不
在
逆
也
﹂
按
ス
ル
ニ
清
国
ノ
人
苟
モ
難
事
ア
レ
ハ
住
皇
此
ヲ
天
数
ニ
付
シ
テ
問
ハ
ス
是
禍
ノ
至
リ
止
ル
処
ナ
キ
所
以
ナ
リ
顧
曰
僕
本
居
浦
東
上
海
ノ
川
向
フ
總
名
浦
東
ト
云
自
旧
冬
十
二
月
南
滙
城
遁
至
此
已
四
五
月
浦
東
所
居
廬
舎
已
於
三
月
中
被
焚
金
石
図
畫
書
籍
付
之
一
炬
言
之
不
勝
鳴
也
﹂
按
ス
ル
ニ
唐

屢
争
乱
ニ
遇
ヒ
人
命
ノ
ス
ル
ハ
勿
論
古
器
寶
物
ノ
散
逸
ス
ル
宮
想
知
ス
ヘ
シ
况
ヤ
今
次
ノ
乱
ハ
革
命
吊
民
ノ
師
ニ
非
ス
幣
吊
ヲ
奪
ヒ
人
家
ヲ
焚
キ
清
国
十
八
省
中
處
ト
シ
テ
是
ニ
非
ラ
サ
ル
ハ
ナ
シ
然
ヲ
則
今
次
ノ
擾
乱
ニ
シ
テ
古
ヨ
リ
幸
ニ
シ
テ
遺
リ
シ
古
器
寶
物
将
ニ
蕩
尽
セ
ン
ト
ス
惜
ム
ヘ
キ
ノ
甚
シ
キ
ナ
リ
問
曰
南
滙
城
距
此
幾
里
曰
距
此
僅
三
十
里
惟
隔
春
申
江
耳
又
曰
刻
下
賊
氛
四
逼
只
存
上
海
孤
城
一
角
所
有
北
方
寶
山
尚
未
失
松
江
屢
失
今
有
李
公
守
松
城
尚
不
至
潰
裂
然
賊
勢
頗
猖
獗
此
地
亦
覚
危
如
累
卵
所
恃
西
夷
身
家
頗
重
冨
商
都
在
此
吾
邑
有
司
不
過
樹
影
耳
﹂
按
ス
ル
ニ
昔
シ
石
敬
塘
夷
狄
ノ
力
ヲ
借
リ
テ
終
ニ
其
大
患
ヲ
遺
ス
今
清
国
唯
其
力
ヲ
借
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
自
ラ
其
城
ヲ
守
ル
宮
能
ハ
ス
シ
テ
夷
狄
ニ
託
ス
去
レ
ハ
他
日
患
ヲ
遺
ス
宮
豈
ニ
計
ル
可
ン
ヤ
問
曰
俄
羅
斯
近
日
之
情
如
何
嘗
聞
頗
垂
顧
於
貴
邦
信
乎
曰
俄
羅
斯
前
年
有
黒
龍
江
之
割
現
今
已
和
好
﹂
又
問
曰
聞
英
佛
花
旗
阿
蘭
峯
潔
﹃
清
國
上
海
見
聞
録
﹄
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一
一
等
亦
畏
俄
羅
斯
信
乎
曰
然
﹂
按
ス
ル
ニ
五
大
洲
中
大
国
多
シ
ト
大
抵
目
前
ノ
冨
強
ヲ
爭
ヒ
遠
大
ノ
計
策
ナ
シ
甚
シ
キ
ハ
只
ニ
一
日
又
一
日
ヲ
送
ル
ノ
ミ
ニ
テ
絶
テ
進
取
ノ
慮
リ
ナ
キ
者
ア
リ
俄
羅
斯
ノ
如
キ
ハ
目
前
ノ
利
ヲ
爭
ハ
ズ
惟
遠
謀
是
務
ム
是
各
国
ノ
畏
ル
ヽ
所
以
ナ
リ
問
曰
貴
邦
洋
人
之
所
集
會
果
何
地
最
曰
上
海
最
次
則
廣
東
﹂
按
ス
ル
ニ
當
今
清
国
ノ
形
勢
譬
ハ
萬
国
ノ
傳
舎
ノ
如
シ
自
ラ
其
力
ヲ
食
マ
ズ
シ
テ
他
人
ノ
潤
ヲ
仰
ク
ノ
ミ
問
曰
上
海
港
所
集
商
船
何
国
最
多
曰
止
多
紅
毛
第
二
花
旗
﹂
按
ス
ル
ニ
西
洋
冨
強
ノ
国
英
佛
俄
羅
斯
ノ
如
キ
何
ン
ソ
紅
毛
花
旗
ノ
下
ニ
出
ン
ヤ
然
ル
ニ
第
二
等
ニ
モ
加
ハ
ル
宮
ヲ
得
サ
ル
ハ
何
ソ
ヤ
蓋
シ
英
佛
ノ
二
国
ハ
專
ラ
戰
爭
ヲ
好
ミ
惟
強
是
レ
競
ヒ
奥
︵
カ
︶
国
ノ
属
託
ヲ
受
レ
ハ
敢
テ
是
ヲ
辞
セ
ズ
當
今
長
毛
賊
ノ
メ
ニ
毎
日
數
艘
ノ
舟
ヲ
出
シ
申
江
ヲ
固
メ
或
ハ
調
錬
シ
或
ハ
城
門
ヲ
守
ル
等
ノ
宮
其
事
情
義
ニ
似
テ
是
義
ヲ
ス
ニ
非
ス
一
ハ
強
ヲ
示
シ
一
ハ
價
ヲ
貪
ル
ナ
リ
俄
羅
斯
ノ
如
キ
ハ
即
素
志
土
境
ヲ
廣
ム
ル
ニ
ア
リ
テ
輙
モ
ス
レ
ハ
各
国
ト
疆
論
ヲ
搆
ヘ
寸
地
モ
廣
メ
ン
ト
欲
ス
ソ
此
ノ
三
国
ハ
專
ラ
通
商
貿
易
ヲ
ノ
ミ
ス
ニ
ア
ラ
ス
故
ニ
商
買
ニ
於
テ
ハ
紅
毛
花
旗
ノ
右
ニ
出
ル
宮
能
フ
サ
ル
乎
上
海
ハ
萬
国
ノ
輻
ス
ル
都
會
ノ
地
ナ
レ
ハ
何
モ
速
カ
ニ
聞
ク
ト
見
エ
先
ツ
一
事
ヲ
挙
テ
言
ハ
吾
土
人
ニ
問
テ
曰
先
嘗
聞
日
本
人
将
果
何
日
前
也
土
人
曰
本
月
初
一
日
以
聞
貴
邦
人
到
此
地
﹂
日
本
人
ノ
此
地
ニ
ル
ハ
即
其
月
ノ
六
日
ナ
リ
然
ル
ニ
朔
日
是
ヲ
聞
ク
速
シ
ト
云
ヘ
シ
惟
新
ニ
ル
国
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
萬
国
通
商
ノ
船
ナ
レ
ハ
皆
前
ニ
是
ヲ
聞
キ
其
貨
ヲ
待
チ
居
ル
ト
見
ユ
江
南
ノ
人
難
ヲ
避
ケ
上
海
ニ
往
ス
ル
開
雲
ト
云
者
ア
リ
商
用
ノ
事
ニ
テ
屢
我
船
ニ
ル
嘗
テ
長
﨑
ニ
渡
海
セ
シ
ヨ
シ
ニ
テ
少
シ
ク
我
語
ニ
通
ス
依
テ
合
戦
ノ
子
ヲ
尋
シ
ニ
官
軍
賊
ヲ
防
ク
ニ
英
佛
ノ
力
ヲ
借
ル
銀
銭
ヲ
出
シ
テ
之
ヲ
賴
ム
ト
云
譬
ハ
賊
一
萬
ノ
兵
ヲ
以
テ
上
海
ヲ
攻
ン
ト
ス
官
軍
之
ヲ
英
佛
ニ
防
カ
ン
ト
ス
ル
洋
銀
三
万
枚
ヲ
出
サ
ン
ト
云
英
佛
五
万
枚
ヲ
得
テ
之
ニ
当
ラ
ン
ト
云
即
銀
ノ
多
少
ニ
依
テ
請
合
軍
ヲ
買
フ
宮
ノ
由
シ
英
佛
專
ラ
大
砲
ヲ
用
ヒ
賊
軍
素
騎
戦
ヲ
專
ラ
ト
ス
依
テ
銃
丸
ニ
恐
レ
テ
上
海
ヲ
襲
フ
宮
能
フ
ス
ト
云
按
ス
ル
ニ
英
佛
ノ
兵
ヲ
用
ユ
ル
義
ニ
出
ス
只
利
ヲ
是
貪
テ
人
命
ヲ
顧
ミ
サ
ル
等
ノ
宮
此
一
事
ヲ
以
テ
察
ス
ヘ
シ
當
今
清
国
ノ
勇
将
ハ
曽
国
藩
、
袁
申
三
、
僧
格
林
心
ノ
三
人
ナ
リ
ト
云
刻
下
曽
国
藩
南
京
ノ
長
毛
賊
ヲ
破
リ
克
復
ス
ト
云
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一
二
劉膏
ト
云
人
ア
リ
嘗
テ
上
海
ノ
奉
行
タ
リ
シ
ニ
程
ナ
ク
海
防
官
ニ
轉
シ
当
時
ハ
按
察
使
タ
リ
元
潔
白
ノ
人
ニ
テ
公
事
裁
判
行
届
キ
屢
賊
ヲ
征
ス
ル
ニ
臨
テ
懼
怯
ノ
氣
ナ
ク
上
海
地
方
ニ
於
テ
是
ヲ
劉
青
天
ト
称
シ
又
北
京
ノ
聞
ヱ
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四
Report on Shanhai（上海）by
Mine Kiyoshi（峰潔）in 1862.
(Résumé）
Tokugawa Government（徳川幕府）dispatched a ship called Senzaimaru
（千歳丸）in 1862 to search a way of trading with China. More than 60
members on board, including Takasugi Shinsaku（高杉晋作）, Godai
Tomoatsu（五代友厚）etc. In them there was Omoto Ryokai（尾本涼海）,
who came from Yoshida（吉田＝豊橋）. At that time he belonged Omura
clan（大村藩）as a doctor. Once I wrote a paper about him. It has
contained in my book, “Dutch learning in rural country（『在村の蘭学』）.
Omoto accompanied Mine Kiyoshi, who wrote this report. Haruna Tooru
have treated Mine’s visiting on Shanhai from various riew points. My
introduce of Mine’s report compensate a little his treatises.
